
Ⅰ 東南アジアの水資源開発利用に伴なう問題点

1 東 南 ア ジ ア の 地 域 概 念

- そ の 共 通 性 と 多 様 性-

京都大学東南アジア研究センター 本 間 武

東南アジアにおける水資源利用を計画する場合,まず注意 しなければならない点は,東南ア

ジアのもつ多様性 (diversity)である｡

まず東南アジアとはどこを指すかということについての consensusがなければならない｡わ

が貿易政策のうえでの東南アジアとは,西はパキスタン ･インドまでも含む1)｡ しか し,国際

的定義として現在 SoutheastAsiaといわれる東南アジアは,西はビルマまでである2)｡ すな

ち,北を中国,西をインド･パキスタン,南をオース トラリアにはさまれた南西太平洋地域の

一帯であるO (ビルマは太平洋地域には属さないが,SoutheastAsiaに含まれる｡)

この東南アジアという地域が確定されているだけに,東南アジアは自然的基礎,歴史的過程,

あるいは政治的 ･経済的 ･社会的構造についても, たぶんに 共通性 (unity)をもっている｡

すなわち,高度の共通性があればこそ,地理学のうえでの地域設定が行なわれえたのである｡

しか し,たとえ東南アジア地域の基礎的な諸共通点が明瞭に存在するとしても,現実の問題

として,東南アジアを形成する諸国の問にいちじるしい多様性が見 られることが水資源利用計

画をたてるにあたっても非常な影響をもつのである｡

東南アジアの多様性 として第 1に注意すべきは,その面積が約450万 km2の程度であり,人

口は今 日のところ 2億 5千万に達 しておらず,中国とかインドとかに比べると必ず しも広大な

地域,二厄大な人口を占めてはいないことである｡にもかかわらず,東南アジアは細か く政治的

にもわかれている｡

第 2に, しかもこれら諸国の政治的立場は非常に異なっていることである｡

第 3に,これ らの政治的な多様化の背景として,歴史的過程が国によって異なっていること

である｡長 くて350年,短か くても100年,タイを除 く東南アジア諸国はイギ リス,フランス,

オランダ,アメ リカなどに分割統治されてきた｡ この旧宗主国の文化が強 く各旧植民地に残 っ

1) たとえば通産省,貿易自書

2) 本シンポジウムでは水資源開発の対象として東パキスタンをも含めて考えることにする｡
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ている｡

第 4に,よ り歴史的要因 として,東南 アジア諸国は民族的,言語的に多様であるだけでな く,

宗教的にみて も,仏教国,回教国,キ リス ト教国にわかれていることであるO東南 アジア-の

民族移動,イ ン ド文明,イスラム文明および中国文明の進出が この多様化の背景 にあ ったわけ

である｡

第 5に, これ ら上述の諸点は当然に経済的な差異を生み,東南 アジアはビルマ,イ ン ドネシ

アのような inwardlookingの型 と, タイ,マ レーシア,フィ リピンのような outwardlooking

の型 との国にわかれていることである3)｡ また経済成長の視点か らす ると, タイのようにGNP

が年率 5%を越える国もあれば,イ ン ドネシア,ビルマのように GNPの増加率が人 口増加率

を越えず, 1人あた り経済成長率は 0あるいはそれ以下の国 もある｡ さらに, 1人あた り国民

所得は200ドルを越すマ レーシアか ら (1100ドルを越す シンガポ-ルは例外 とみてよい｡)50ド

ルのイ ン ドネシア,ビルマに至 り,タイ,フィ リピンの 100ドルがその中問にある4'｡ さらに

外貨準備高に至 ってはイ ン ドネシアのように 0の国か ら,ビルマのように数億 ドルを常 にもつ

固まである｡東南 アジア諸国は等 しく低開発国に属す るとはい うものの,その間にいち じる し

い経済上の相違が見 られ るのである｡

したが って,東南アジアにおいて水資源利用を計画す る場合,その対象 とす る国の政治的 ･

経済的 ･社会的な性格 に充分な注意が払われなければな らない｡同時に, 日本 と東南 アジアの

それぞれの国 との関係 も異 なるか ら, 日本が計画を立て る場合 この点 もまた考慮 されなければ

な らない｡

東南アジアの もつ多様性 とあいな らんで注 目 したい点は,東南 アジアの変化の激 しさである｡

とりわけ,国際関係 と結びついての東南 アジア諸国の政治状勢の兄 とお しのむずか しさは長期

的な計画を立て ることを困難 にす る｡たとえば,近年のビルマの政治状勢の変化は,ビルマに

対す るわが国の農業援助計画を画餅に帰せ しめたのであ った｡ したが って,われわれは東南ア

ジア全般の政治状勢の変化について もまた,常に充分な注意を払わなければな らないのである｡

参考のため,東南 アジア諸国について,水資源開発利用に関連す る事項を各種統計資料か ら

抜粋 して一覧表 に してお く｡ (義-1)

3) ラ･ミント,アジア経済発展の二つの型一内向型と外向型,中央公論昭和40年 9月号

4) 1人あたり国民所得の計算については問題はあるが,一応このような推測はほぼ妥当なもののようであ

る｡
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東 南 ア ジ ア 研 究 第 3巻 第 4号

秦-1 東南アジア諸国の人口,農耕地統計
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